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「ちょっとの気持ち」「ちょっとの気持ち」をを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰かの「幸せ」誰かの「幸せ」にに

　令和４年7月29日（金）、30日（土）にフードドライブ
で集まった食品の配布を行いました。今回は世帯を
限定せず、食品を希望された世帯全てに配布しており、
食品を取りに来られた方からは、食品寄付をしていた
だいた方と、準備を手伝っていただいた大和郡山市ボ
ランティア連絡協議会の方へ、たくさんのメッセージ
を寄せていただきました。今後も地域からたくさんの
喜びの声をいただけるよう、活動を続けてまいります。

食品寄付食品寄付
個人122名
企業・団体8団体より

お米…716.5kg　食品…368.2kg
寄付金…20,000円

食品配布世帯数食品配布世帯数
134世帯
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　大和郡山市並びに奈良市在住の１歳半から小学校就学前までの、発
達に課題のあるお子さんを対象にその発達を支援し、お子さんの発達
について保護者と共に考え、指導・助言していくことを目的としています。

【お子さんの成長で気になることはありませんか】
・生活のリズムが整わない	 ・みんなと一緒に遊べない	 ・なかなかお家

うち

の人と離れられない
・なかなかじっとできない	 ・パニックになる	 ・呼んでも気付かないことが多い
・日常生活の動作が気になる	 ・がまんができない	 ・語

ご い

彙がなかなか増えない
・発達が全体的に遅い	 ・すぐおこる	 ・あまり他の人に興味を示さない
・成長が遅く感じる	 ・あまり視線が合わない	 等

　上記のように、お子さんの成長で気になることがありましたら、随時相談・体験を受付けて
います。お気軽にお問い合わせください。　　　☎ 0743-53-6534

 令和4年度から始めた取り組み　　
①対象地域を拡大しました！①対象地域を拡大しました！
　今年度から大和郡山市だけでなく、大和郡山市周辺の地域まで、療育を希望される方への門
戸を広げました。大和郡山市外でお悩みや気になっている方もお気軽にお問い合わせください。

②ホームページ始めました！②ホームページ始めました！
　お子さんの療育を考えておられる方に情報を提供するため、今年度からは独
自のホームページを開設しています。

 めばえ広場　　
　めばえの療育を体験する機会を実施し、数名の入園がありました。

 インスタグラム　　
　お子さんの療育を考えておられる方に情報を提供するため、	
めばえでの活動の様子を掲載しています。

発達支援センター「めばえ」発達支援センター「めばえ」

楽しいよ！

10月1日から10月1日から
赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金がが
始まりました！始まりました！

ご協力よろしくお願いします。

詳しくは 赤い羽根共同募金　　　で検索

広報紙「社協だより」広報紙「社協だより」
に広告掲載しませんか。に広告掲載しませんか。
発行回数：年2回

掲載可能スペースと広告料
　55mm×88mm（1枠あたり20,000円）
　55mm×176mm（1枠あたり38,000円）

　詳細は、社協ホームページをご参照ください。

※	条件は場合により
変更となる場合が
ございます。
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赤い羽根共同募金
ホームページ
QRコード

公式ホームページ
QRコード
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　コロナ禍で3年ぶりの実施となりましたが、団体・個人登録ボランティア、ふれあいいきいきサロ
ンボランティアの38名が参加されました。準備や受付、当日の進行、健康体操はボランティアビュー
ロー相談員に協力していただきました。

（※新型コロナウイルスの影響で、開所日を変更　または　休業している場合があります。）

ボランティア登録者交流会を開催しました！ボランティア登録者交流会を開催しました！ 令和4年
7月7日（木）

＜参加者からの声＞
※全体から一部抜粋
・準備が大変だったと思われます。ありがとうございます。
・紙芝居でこのような大きな絵はすごかったです。
・大人も子どもも楽しむことができる内容だったと思います。

活動発表…ゆずり葉「大型紙しばい」活動発表…ゆずり葉「大型紙しばい」

「たなばたさま」の歌にのせて、
みんなで体操をしました。

健康体操健康体操

※挙がった意見から一部を抜粋
○工夫していること
・自主研修の機会を設けた。
・気候のいいときは屋外で喫茶を開催している。
・グループ内での連絡方法をメールやラインにした。
○これからしたいこと
・顔を見る大切さが分かり、声掛けを増やしていきたい。
・新しい会員を増やしていきたい。
・他の団体から色々教えてもらって、つながりを強める。

グループワーク…テーマ「コロナ禍においてのボランティア活動について」グループワーク…テーマ「コロナ禍においてのボランティア活動について」

ボランティアビューローは
月・水・金・土曜日の
10:00～16:00の時間帯で
アスモ地下１階でやってるよ！（※）

久しぶりに顔を合わせて、情報交換をすること
ができました。ボランティアビューローにも皆
さんの活動の話や相談をしに来てくださいね！

ぼら・とっとちゃん

ちょぼくん
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〒639-1005	大和郡山市植槻町3番8号
社会福祉
法　　人 大和郡山市社会福祉協議会

社会福祉会館（福祉課）　TEL	53-6531
（成年後見支援センター）　FAX	55-0986

■総務課	 TEL	53-6533
■施設事業課	 TEL	53-6535
■発達支援センター「めばえ」	 TEL	53-6534
■老人福祉センター「ゆたんぽ」	 TEL	53-0122
■ボランティアビューロー	 TEL	55-7333

問い合わせ

　矢田山ほのぼのサロンです。地域でサロンを立ち上げて20数年経ちました。矢田山地区　矢田山ほのぼのサロンです。地域でサロンを立ち上げて20数年経ちました。矢田山地区
の民生委員を中心に運営しているサロンです。参加者みんなが人とのつながりを持ち、おしゃの民生委員を中心に運営しているサロンです。参加者みんなが人とのつながりを持ち、おしゃ
べりをして交流でき、楽しいひとときとなるように、お弁当を食べながらのお花見や音楽療べりをして交流でき、楽しいひとときとなるように、お弁当を食べながらのお花見や音楽療
法、ヤクルト健康教室、紅葉狩りなどを計画していました。しかし、新型コロナウイルス感染法、ヤクルト健康教室、紅葉狩りなどを計画していました。しかし、新型コロナウイルス感染
症が広まって、3年ほど休止せざるを得なくなり、活動が出症が広まって、3年ほど休止せざるを得なくなり、活動が出
来ませんでした。コロナ禍で参加者にとっては、外に出る来ませんでした。コロナ禍で参加者にとっては、外に出る
機会を失い、つながりが希薄になってしまうことを気にか機会を失い、つながりが希薄になってしまうことを気にか
けて、電話で安否確認を行うなど、サロンが出来ない中で活けて、電話で安否確認を行うなど、サロンが出来ない中で活
動しています。動しています。
　新型コロナウイルスが早期終息してコロナ禍以前のよう　新型コロナウイルスが早期終息してコロナ禍以前のよう
に、交流活動を実施できたらと願っています。に、交流活動を実施できたらと願っています。

ふれあいいきいきサロンシリーズ（7）ふれあいいきいきサロンシリーズ（7）

矢田山ほのぼのサロンの紹介

善意銀行へのご寄付 
ありがとうございました
（令和４年２月～令和4年7月末まで）

	 ※希望者のみ掲載（敬称略）

【無指定寄付】
◦郡山北地区民生児童委員協議会	 31,700円

◦ユニー（株）
　“小さな善意で大きな愛の輪”運動
　アピタ大和郡山店　店長 竹野貴久
	 309,574円
◦脇山 弘志	 	電子キーボード1台

交通遺児奨学資金
　交通災害により、父または母を亡くした児童・
生徒・学生に対して、奨学金を支給します。
＜金額（１ヶ月あたり）＞
　小学生 	 6,000円
　中学生 	 8,000円
　高校生 10,000円
　大学生 12,000円
　短期大学生・専門学校生	12,000円
＜必要書類＞
　申請書、交通遺児の戸籍謄本
　申請者世帯全員の住民票、事故証明

●	福祉課に配属になりました沢田拓也です。（写真左）大学時に福祉
について学び、その経験を地元奈良で活かしたいと思い、社会福祉
協議会に入職しました。３月に大学を卒業し、社会人として日も浅
いですが、一所懸命に頑張ります。
●	総務課に配属になりました荒木美香です。（写真右）普段は市役所
にある地域包括支援センターで働いています。生活に悩みを抱え
る方々とご家族に寄り添えるように、地域の状況を早く理解でき
るよう邁進します。

新人職員
紹 介

令和4年度から入職した職員です。よろしくお願いします。


